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【２０２７年 ４月 開設予定】

群馬大学大学院 食健康科学研究科（ 博士課程 ）

※【設置構想中】掲載内容は予定であり、変更する場合があります。

荒牧キャンパス
桐生キャンパス
昭和キャンパス

社会科学

情報科学 データ
サイエンス

人文科学

食品生産
工学

食品科学

保健学

修了後の主な進路

大学・研究機関、自治体、官公庁、

食料品製造業、飲料製造業、

化学工業製品製造業、

医薬品製造業、化粧品製造業、

産業用電気機械器具製造業

育成する人材像 ～ このような人材を育成します ～

■ 医科学、保健学、食品科学、食品生産工学、環境科学を基盤とする食健康科学における総合的およ

び高度な科学リテラシーを有しており、これらを活用して社会的ニーズを踏まえつつ、産業振興や健康

長寿社会創出に貢献できる人材

■ 高付加価値の食品開発、食品の先端加工・製造技術の開発、食に関連した健康増進・健康寿命延伸

の分野の高度専門家として地域及び世界において先導的な役割を果たすことができる人材

アドミッション・ポリシー ～ このような人を求めています ～

■ 食健康科学の博士前期課程レベルの専門的知識を修得した人で、食と健康のそれらをとり巻く社会

環境の課題解決に強い意欲を持つ人

■ 出身学問分野に関わらず、医科学、保健学、理工学、農学、栄養学のそれぞれの分野の修士課程レ

ベルの専門知識を基に専門性の高度化を目指すことを図るとともに、分野横断的に高度専門知識を修得

し、豊かな教養をもって学術研究を展開する強い意欲を持つ人

■ 食・健康・環境の諸課題解決に繋がる学際研究を展開し、地球規模での持続可能な社会創出に向け

て指導的役割を担う強い意志と倫理観を有する人

【学位】博士（食健康科学） Doctor of Food and Population Health Sciences

社会的背景・必要性

超高齢社会において、平均寿命とともに平均健康寿命が延びる中、生活習慣病など健康寿命を損なう疾
患の発生が増え、医療や福祉などの問題に対応することが喫緊の課題となっています。

食は人に健康をもたらすものであるだけでなく、地球規模の環境負荷及びエネルギー等の課題に関係し
ているため、食の健康への機能性に関するエビデンスベースでの評価や高付加価値かつ低炭素な生産シ
ステムへの取組がますます期待されています。

設置場所

荒牧キャンパス

桐生キャンパス

昭和キャンパス
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〒371-8510 群馬県前橋市荒牧町四丁目２番地

https://www.gunma-u.ac.jp/

■ 入学料・授業料（現行）

■ 設置場所・アクセス

入学金 282,000円 授業料 535,800円（年額）

荒牧キャンパス
〒371-8510 群馬県前橋市荒牧町４－２

バス
●JR前橋駅北口２番乗り場（関越交通バス ）
□群馬大学荒牧経由渋川市内循環渋川駅行、小児医療センター行 「群馬大学荒
牧」下車（所要時間約28分）
□渋川駅行、渋川市内循環渋川駅行 「前橋自動車教習所前」下車（所要時間約25
分＋徒歩10分）

昭和キャンパス
〒371-8511 群馬県前橋市昭和町３－39－22 

バス
●JR前橋駅北口２番乗り場（関越交通バス）
□全線「群大病院入口」下車（所要時間約13分＋徒歩６分）
□群大病院行・群大病院経由群馬大学荒牧行、群大病院・南橘団地経由群馬大学
荒牧行、群大病院経由南橘団地行「群大病院」下車（所要時間約15分）

●JR前橋駅北口３番乗り場（日本中央バス）
群馬総社駅「群大病院」下車（所要時間約15分）

桐生キャンパス
〒376-8515 群馬県桐生市天神町１－５－１

電車
●JR両毛線にて桐生駅下車、北方へ約2.5㎞
●東武桐生線にて新桐生駅下車、北方へ約4.1㎞

バス
●JR桐生駅北口乗り場（おりひめバス）
□旧女子高前行・上菱団地行・梅田ふるさとセンター前行「群馬大学桐生正門
前」下車（所要時間約７分）
□菱線右回り「群馬大学桐生東門前」下車（所要時間約７分 ）

●東武新桐生駅乗り場（おりひめバス）
□旧女子高前・上菱団地行「群馬大学桐生正門前」下車（所要時間約15分）

※【設置構想中】掲載内容は予定であり、変更する場合があります。

※入学金・授業料の免除、奨学金、教育研究補助員雇用などの経済的支援制度があります。
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※令和９年度開設用（令和７年度実施） 

食健康科学研究科（博士後期課程） 

 

群馬大学の新しい大学院に関するアンケート 

 

群馬大学では、社会課題を解決する実践力をもつ高度な専門人材を育成するため、大

学院の改革に取り組んでいます。 

食健康科学研究科は、令和７（202５）年度に 「修士課程」 を設置しており、令和９

（202７）年度に、新たに 「博士課程」 を設置することを検討しています。 

 

 本アンケートは、学生の皆さんの進路選択に関する考え方、大学院で学びたいことなど

の意見をお伺いし、群馬大学大学院の教育をより充実したものにするための参考とさせ

ていただくものです。 

 

 アンケートで得られた情報や回答内容は上記の目的のための統計資料としてのみ活用

し、個人を特定することは一切ありませんので、ぜひアンケートへのご協力をお願いいたし

ます。 

 

 ※ 別紙資料の内容は設置構想中のものであり、名称は仮称です。 

今後変更になる可能性がありますので、ご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------- 

-学生確保（資料）-5-



※令和９年度開設用（令和７年度実施） 

食健康科学研究科（博士後期課程） 

 

う 

 

（１） はじめに、あなたご自身についてお聞きします。 

 

１． あなたが所属する大学について教えてください。  

（例） 〇〇大学 

回答  

 

２． あなたが所属する学部・学科または研究科・専攻等について教えてください。 

（例） 〇〇学部〇〇学科、〇〇研究科〇〇専攻 

回答  

 

３． あなたの学年について教えてください。  

① 学部 １年次 

② 学部 ２年次 

③ 学部 ３年次 

④ 学部 ４年次 

⑤ 学部 ５年次 

⑥ 学部 6年次 

⑦ 修士 １年次 

⑧ 修士 ２年次 

回答  

 

４． あなたの学籍番号について教えてください。 

回答  

 

 

５． 大学（学部・研究科）卒業後の進路をどのように考えていますか。 （複数選択可）  

① 大学院に進学 （博士課程 まで）  

② 大学院に進学 （修士課程 まで）  

③ 就職 

④ その他 

回答   

 

（ ５の設問のうち、①または②を選択した方に質問です。 

③または④を選択した方は、６と７の設問は飛ばして次に進んでください。 ） 

※以降の設問は、「設置の手引き」に基づいた

内容で作成しています。 

 

 

-学生確保（資料）-6-



※令和９年度開設用（令和７年度実施） 

食健康科学研究科（博士後期課程） 

 

 

６． 志望する大学院の設置者の希望を選択してください。 （複数選択可） 

① 国立 

② 公立 

③ 私立 

回答  

 

７． 大学（学部・研究科）を卒業後、学びたいと考えている興味のある学問分野を次の

中から選択してください。 （複数選択可）   

① 法学・政治学関係 

② 商学・経済学関係 

③ 社会学関係 

④ 数学関係 

⑤ 物理学関係 

⑥ 生物関係 

⑦ 機械工学関係 

⑧ 電気通信工学関係 

⑨ 土木・建築工学関係 

⑩ 応用化学関係 

⑪ 農学関係 

⑫ 医学関係 

⑬ 薬学関係 

⑭ 保健学関係 

⑮ 食健康科学関係 

⑯ 教育学関係 

⑰ 自然科学関係 

⑱ 人文・社会科学関係 

その他:  

回答  

 

 

次ページに続きます。 
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※令和９年度開設用（令和７年度実施） 

食健康科学研究科（博士後期課程） 

 

ここからは、リーフレットを見ながら回答してください。 

 

（２） 群馬大学において新たに設置しようとしている大学院についてお聞きします。 

 

１． 群馬大学大学院 食健康科学研究科 （博士後期課程）が開設された場合、受験を

希望しますか。次から一つ選択してください。 

① 第一志望 として受験する 

② 第二志望 として受験する 

③ 第三志望以降 として受験する 

④ 受験しない 

回答  

 

 （１の設問で①～③を選択した方に質問です。）  

２.  群馬大学大学院 食健康科学研究科 （博士後期課程）を受験して合格した場合、

入学を希望しますか。次から一つ選択してください。 

① 入学する 

② 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する 

③ 入学しない 

回答  

 

 

 

（３） 大学院の教育に関してご意見・ご要望がありましたらお答えください。  

（自由記載） 

 

回答  

 

 

以上でアンケートは終了です。 

ご協力いただきありがとうございました。 
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食健康科学研究科（博士後期課程） 学生アンケート調査 (結果) 

 

群馬大学大学院食健康科学研究科（博士後期課程）の設置にあたり、進学ニーズを把握する

ため、2025 年 10 月に学生を対象にアンケート調査を実施した。回答にあたり、食健康科学

研究科の概要を記したリーフレットを読むように勧めている。 

 

調 査 対 象 ： 群馬大学の学生 6,033 名 

 （ 学部生 5,056 名、 修士課程・博士前期課程の大学院生 977 名 ） 

茨城大学農学研究科の学生 

群馬県内の公立 4 大学の 学部生・大学院生 

有効回答数 ： 193 名 （ 学内 113 名、学外 80 名 ） 

 

（図 1 有効回答者）                            

群馬大学 81 

共同教育学部 11 

情報学部 6 

医学部保健学科 9 

理工学部 55 

群馬大学大学院 32 

情報学研究科 3 

保健学研究科 8 

理工学府 1 

食健康科学研究科 20 

茨城大学大学院 1 

農学研究科 1 

群馬県立県民健康科学大学 1 

看護学部 1 

群馬県立県民健康科学大学大学院 1 

看護学研究科 1 

群馬県立女子大学 10 

国際コミュニケーション学部 2 

文学部 8 

群馬県立女子大学大学院 1 

文学研究科 1 

高崎経済大学 56 

経済学部 24 

地域政策学部 32 

前橋工科大学 9 

建築・都市・環境工学群 3 

情報・生命工学群 6 

前橋工科大学大学院 1 

工学研究科 1 

合 計 193 
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図 2 大学院進学 （博士課程まで・国立） を検討している学生のうち、 

食健康科学研究科 博士後期課程へ 第一志望で 入学を希望 している者 

 

 

学部 

１年 

学部 

２年 

学部 

３年 

学部 

４年 

修士 

１年 

修士 

２年 

合計 構成比 

群馬大学 4 3 4 5 
  

16 66.７ % 

医学部保健学科 
   

2 
  

2 8.3 % 

理工学部 4 3 4 3 
  

14 58.3 % 

群馬大学大学院 
    

6 1 7 29.２ % 

食健康科学研究科 
    

5 
 

5 20.8 % 

保健学研究科 
    

1 1 2 8.3 % 

群馬県立女子大学 1 
     

1 4.２ % 

文学部 1 
     

1 4.２ % 

合 計 5 3 4 5 6 1 24  

（集計条件）                                      （赤字） 設置後、学年進行期間の入学見込者 

以下を全て満たす者 

・大学院進学（博士課程まで）を希望している者 

・国立を志望している者 

・食健康科学に関する分野に興味を持つ者 

・第一志望として受験を希望している者 

・合格時に入学を希望している者 

 

 

図 3 大学院進学 （博士課程まで・国立） を検討している学生のうち、 

食健康科学研究科 博士後期課程へ 第 1 志望、第 2 志望又は第３志望で 入学を希望 している者 

 

 

学部 

１年 

学部 

２年 

学部 

３年 

学部 

４年 

修士 

１年 

修士 

２年 

合計 構成比 

群馬大学 9 4 5 5 
  

23 60.5 % 

医学部保健学科 1 
  

2 
  

3 7.９ % 

理工学部 8 4 5 3 
  

20 52.6 % 

群馬大学大学院 
    

8 2 10 26.3 % 

食健康科学研究科 
    

6 
 

6 15.８ % 

保健学研究科 
    

2 2 4 10.5 % 

群馬県立女子大学 1 
     

1 2.6 % 

文学部 1 
     

1 2.6 % 

高崎経済大学 1 1 
 

1 
  

3 7.９ % 

地域政策学部 1 1 
 

1 
  

3 7.９ % 

前橋工科大学 1 
     

1 2.6 % 

情報・生命工学群 1 
     

1 2.6 % 

合 計 
 

12 5 5 6 8 2 38  
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（集計条件）                                    （赤字） 設置後、学年進行期間の入学見込者 

以下を全て満たす者 

・大学院進学（博士課程まで）を希望している者 

・国立を志望している者 

・食健康科学に関する分野に興味を持つ者 

・第一志望、第二志望又は第 3 志望として受験を希望している者 

・合格時に入学を希望している者 
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：食健康科学研究科（修士課程）に関する大学院説明会での説明（2024年５月）

R７年度入試 R８年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 81人

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：食健康科学研究科（修士課程）に関する大学院説明会での説明（2024年12月）

R７年度入試 R８年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 28人

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：食健康科学研究科（修士課程）に関する大学院説明会での説明（2025年５月）

R７年度入試 R８年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 50人

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

④募集を行った学科等名称及び取組の名称：食健康科学研究科（修士課程）に関する大学院説明会での説明（2025年10月）

R７年度入試 R８年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 15人

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

⑤募集を行った学科等名称及び取組の名称：食健康科学研究科（修士課程）パンフレットの配付（2024年）

R７年度入試 R８年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

⑥募集を行った学科等名称及び取組の名称：食健康科学研究科（修士課程）パンフレットの配付（2025年）

R７年度入試 R８年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

①取組概要
食健康科学研究科（修士課程）パンフレットを1000部制作し、17大学（群
馬県：14大学、栃木県：３大学）及び利根沼田農業事務所に郵送して周知
を依頼した。また、本パンフレットは、荒牧、昭和、桐生キャンパス内で
配付されている。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
パンフレットを受領した者を特定していないため、食健康科学研究科受
験・入学実績は把握できていない。

①取組概要
2024年５月30日（木）開催の大学院理工学府説明会における１プログラム
として、「食健康科学研究科（※設置構想中）について」のタイトルで説
明を行った。なお、当日の様子は、本学YouTube公式チャンネルでアーカ
イブ公開しており、リアルタイムで説明会に参加せずとも、いつでも視聴
できる。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
気軽に参加できるように、説明会は申込不要としていたことから、説明会
参加者の食健康科学研究科受験・入学実績は把握できていない。

①取組概要
2024年12月17日（火）開催の大学院理工学府説明会において、理工学府教
務委員長からの説明内容として、食健康科学研究科の概要や入試制度につ
いて取り扱った。なお、当日の様子は、本学YouTube公式チャンネルで
アーカイブ公開しており、リアルタイムで説明会に参加せずとも、いつで
も視聴できる。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
気軽に参加できるように、説明会は申込不要としていたことから、説明会
参加者の食健康科学研究科受験・入学実績は把握できていない。

①取組概要
2025年５月22日（木）開催の大学院理工学府説明会（第１回）における１
プログラムとして、「食健康科学研究科について」のタイトルで説明を
行った。なお、当日の様子は、本学YouTube公式チャンネルでアーカイブ
公開しており、リアルタイムで説明会に参加せずとも、いつでも視聴でき
る。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
気軽に参加できるように、説明会は申込不要としていたことから、説明会
参加者の食健康科学研究科受験・入学実績は把握できていない。

①取組概要
2025年10月29日（水）開催の大学院理工学府説明会（第２回）における１
プログラムとして、「食健康科学研究科について」のタイトルで説明を
行った。なお、当日の様子は、本学YouTube公式チャンネルでアーカイブ
公開しており、リアルタイムで説明会に参加せずとも、いつでも視聴でき
る。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
気軽に参加できるように、説明会は申込不要としていたことから、説明会
参加者の食健康科学研究科受験・入学実績は把握できていない。

①取組概要
食健康科学研究科（修士課程）パンフレットを900部制作し、本学で開催
したシンポジウム、学外で開催された本学地域貢献事業やイベントで配付
した。また、本パンフレットは、荒牧、昭和、桐生キャンパス内で配付さ
れている。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
パンフレットを受領した者を特定していないため、食健康科学研究科受
験・入学実績は把握できていない。
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国立大学法人群馬大学長
石崎泰樹様

2026年1月6日

サンヨ ー食品株式会社

執行役員開発本部長阿部浩

食健康科学研究科博士後期課程の設置に関する要望書

群馬大学大学院食健康科学研究科における博士後期課程の設置につきまして、以下のとおり、
早期の実現を要望いたします。

当社は、加工食品であるインスタントラーメンの製造・販売を行う企業として、研究開発の中核

機能を創業の地である群馬県前橋市に置いております。食品は、多様な化学物質が相互に影響
し合う複合系であり、その栄養機能や生体調節機能が人の健康維持に大きく寄与しています。こ
のため、食品および食品成分が生体内で果たす役割を、科学的・多角的に解明する研究が一層

重要になっております。

貴学においては、食と健康の関係を深く理解し、地域産業の高度化と県民の健康増進に寄与

することを目的として、2025 年に食健康科学研究科（修士課程）を設置されました。学内外の教
育研究機関や企業、自治体等が連携し、学問分野を超えた自由で柔軟な知の交流が行われてい
る点、そして、食を通じた健康科学や食産業における環境・社会の健全性の向上に向けた研究を
推進されている点を、高く評価しております。

現在、貴学で検討されている博士後期課程は、修士（博士前期）課程で培われた高度な専門性
をさらに深化させ、気候変動、産業・エネルギー構造の変化、食習慣の多様化、災害時の食・健康
確保など、複雑化する社会課題に対応できる人材を育成するものと伺っております。レジリエント
な社会を支えるイノベーション創出に貢献する高度先端人材の育成に向けた貴学の姿勢に、当社
としても強い賛同の意を表します。

食品関連産業においては、科学的知識を基盤とした商品開発や品質保証、健康価値の創出が
ますます重要になっておリ、次世代を担う若手人材や、既に現場で活躍する社会人が、博士後期
課程で高度な学びを得られる環境が整うことを強く望んでおります。また、博士後期課程の設置

によリ、貴学と当社との連携研究や技術開発の機会がさらに拡大し、地域産業全体の発展にも大
きく寄与するものと期待しておリます。

特段のご配慮を賜リますようお願いいたします。

以上
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群医第 ３１１９ 号 
令和６年１月１６日 

 
国立大学法人群馬大学 
学長 石 崎 泰 樹 様 

 
群馬県医師会 

会長 須 藤 英 仁 
（公印省略） 

 
 

食健康科学研究科の設置に関する要望書 
 
 
 群馬大学大学院食健康科学研究科の設置をできる限り早期に実現していただきます

よう、次のとおり要望いたします。 
 
群馬県の食健康科学に関する代表的な疾病の現状は、メタボリック症候群の予備軍が

男性 28.9％(全国 24.1％)、女性 11.4％(全国 8.2％)といずれも高値となっており、また

糖尿病が最大の原因疾患である人工透析導入では、令和３年の集計では全国平均 12.2
人(人口１０万人対)と比較し、16.2 人と大きく上回っています。全国一の自動車普及率

など日常的に体を動かすことの減少が一つの要因となっていることも否めませんが、最

も基本である「食」に対する県民の認識、教育不足も大きな要因と思われ、専門人材の

育成が大いに求められます。 
 
 貴大学では、「食」をキーワードとして健康社会に貢献する食健康科学教育研究セン

ターを設置し、農作物の６次産業化に資する研究や、エビデンスに基づく高付加価値な

高機能食品を生み出すための研究、食に関連した健康増進に関わる研究を推進されてい

ます。 
また、公開講座において社会人向けリカレント・リスキリング教育に努められており、

農作物から食品生産までの食品工学プロセスや、食の栄養機能と代謝調節に関わる健康

科学プロセスの両面について学修できる取組は魅力的なものと考えています。 
 
 このたび貴大学が設置を検討されている食健康科学研究科は、これらの活動を一層推

進し、高度化するものです。修士課程においては、保健学、食品科学、食品生産工学、

環境科学、に関する専門性を基盤として、従来の学問分野の枠を越えて「持続可能な開

発目標（SDGs）」の達成に貢献し得る「食健康科学」の高度専門人材を育成し、さらに

博士課程においては、医科学も含めた高度な専門的知識・技術を食健康科学へと展開す

ることを目指されており、このような取組について群馬県医師会としても大いに支持し

ます。 
 

以上のような食健康科学の学問について、修士課程および博士課程において学ぶ機会

を早急に提供されることを強く要望するとともに、貴学と共同して臨床現場で求められ

ている各世代の健康増進に関わる研究を深め、小児期においては食物アレルギー疾患の

予防、青少年期では健やかな成長に資する食事の提供、壮年期ではメタボリック症候群

-学生確保（資料）-23-

higuchi
テキストボックス
資料８



 

予防のための食事の提案、高齢者においてはフレイル予防に欠かせない食事の改良、さ

らに誤嚥予防できる食事形態の研究など、貴科との研究面での連携が健康社会増進に大

きな力となることを確信しております。  
また治療の進歩により、食事内容も大きく変わるべきではないでしょうか。糖尿病の

治療は新たな薬剤が多数上市され大きく変化しました。糖尿病食事指導が旧態依然の食

品交換表でよいのでしょうか。食品の多様化は驚くばかりです。  
高齢化により心不全のパンデミック発生は現実のものとなりました。ファンタス

ティックフォーとよばれる新たな治療薬の使用も進んでおりますが、減塩食の重要性は

変わりません。日本人の味覚に沿った減塩食の開発も待たれます。  
さらに各疾病における栄養素としての食の評価だけではなく、食事が回復過程におい

てどのくらい精神的影響を与え重要であるか、などの研究も価値あるものと考えます。 
今後、社会の変化、治療の変化に合わせ人類の生命維持のため最も重要である食の研

究することは極めて重要です。群馬大学大学院食健康科学研究科の設置が世界に通用す

る知識と技術を得られる大学院となる事を大いに期待しております。  
特段のご配慮を賜りますようお願い致します。 
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食健康科学研究科（博士後期課程） 企業アンケート調査 （結果） 

 

 

群馬大学大学院食健康科学研究科（博士後期課程）の設置にあたり、人材ニーズを把握するた

め、2025 年 11 月に関連企業・団体を対象にアンケート調査を実施した。回答にあたり、食健康

科学研究科の概要を記したリーフレットを読むように勧めている。 

 

調 査 対 象 ： 群馬県食品工業協会 会員企業 83 社 

修了生の就職先として想定される企業 81 社 

有効回答数 ： 22 社  

 

設問１ 本社（本部）所在地について、都道府県名を教えてください。                    

 回答数 構成比 

群馬県 10 社 45 % 

埼玉県 1 社 5 % 

東京都 9 社 41 % 

神奈川県 1 社 5 % 

滋賀県 1 社 5 % 

 

設問２ 業種について、ご回答ください。 

 回答数 構成比 

製造業 12 社 55 % 

飲食店・宿泊業 1 社 5 % 

医療・福祉 2 社 9 % 

サービス業 2 社 9 % 

公務 2 社 9 % 

その他 （検査機関等）  3 社 14 % 

 

設問３ 過去（例えば３か年）の平均的な正規社員の採用数について、教えてください。   

設問４ ３のうち、大学院修了者（修士課程、博士課程いずれも含む）を教えてください。 

設問５ ３のうち、大学院修了者（博士課程のみ）を教えてください。 

 平均採用数 大学院修了者 博士修了者 

0 名    ― 7 社 15 社 

1  ～ 10 名 10 社 10 社 7 社 

11 ～ 50 名 9 社   3 社 ― 

51 ～ 100 名 ― 1 社 ― 

101 名 以上 3 社 1 社 ― 
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設問６ 大学院修了生を採用した実績がある場合又は採用を予定している場合 

修士課程修了生と博士課程修了生の専門的知識・能力の高さの違いを意識していますか。 

 回答数 構成比 

とても意識している 2 社 9 % 

ある程度意識している 10 社 45 % 

あまり意識していない 8 社 36 % 

まったく意識していない ― ― 

大学院（博士課程）修了生の採用は予定していない 2 社 9 % 

 

 

設問７ 「食」と「健康」をテーマに分野横断の学びを提供する、食健康科学研究科 （博士後期課程）に

ついて、どのような印象をお持ちになりましたか。 

 回答数 構成比 

とても評価できる 9 社 41 % 

ある程度評価できる 12 社 55 % 

あまり評価できない 1 社 5 % 

まったく評価できない ― ― 

 

 

設問８ 食健康科学研究科 （博士後期課程）を修了した学生について、採用したいと思われますか。 

 回答数 構成比 

採用したいと思う 5 社 23 % 

どちらかといえば採用したい思う 11 社 50 % 

どちらかと言えば採用したいと思わない 5 社 23 % 

採用したいとは思わない 1 社 5 % 

 

 

設問９ 採用にあたり、大学院（博士課程）修了生に求める能力で、重視する項目は何ですか。 

（複数選択可） 

 回答数 構成比 

専門分野に関する高度な知識・技能 11 社 15 % 

分野横断的な多角的視野 8 社 11 % 

課題発見・解決能力 18 社 24 % 

グローバルな視野と研究発信力 5 社 7 %  

他者との連携・協働力 9 社 12 % 

イノベーションを生み出す独自の発想力・創造力 11 社 15 % 

研究の広範な応用力、展開力、実装力 12 社 16 % 
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設問 10 社員・職員の学び直しの場として、食健康科学研究科 （博士後期課程）が候補になると 

思われますか。 

 回答数 構成比 

候補になると思う 7 社 32 % 

どちらかといえば候補になると思う 10 社 45 % 

どちらかと言えば候補になると思わない 4 社 18 % 

候補になると思わない 1 社 5 % 

 

  

設問 11 大学院の教育に関してご意見・ご要望がありましたらお答えください（自由記述）。 

   

いつも大変お世話になっております。貴学の益々のご発展を祈念申し上げます。 

プレゼンテーション能力を身に着けること、国際的なリーダーとなることを意識して教育してほ

しい。 

研究者としての基礎を身につけさせてください。 

高度な専門分野の知識だけでなく、課題解決能力、コミュニケーション能力等を育成する授業や

演習の充実を望みます。 

即戦力になる専門家を育ててほしい。 

博士の方については採用した際に、個人の差が大きいかと感じております。 

企業で学びを活かしたい方は良いのでが、究思考が強すぎる方は採用後の配属などで不満が

あったりするためミスマッチになる場合があります。大学での学びの場でフォローいただける

と幸いです。 
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